
erior noise in Shinkansen (bullet train) cars 
and were adopted in the new Kyushu Shinkansen 800 series trains. Floor-related sound reduction was 
increased markedly over conventional floors by using a double wall structure consisting of an upper plate 



面板を，補強板に一定間隔で設けた多数の凸部（榛ōり悩 近 2層構造 鼷絢暁燓

構造 愓近鮼新換線 崦用さ いょ 眺構
蜂ｈŰ



く，大幅な重量増加が認められない新幹線においては，
式（2）より表面板の曲げ剛性�を低減すれば良いこと
がわかる。つまり，音響放射率の低下は，冒頭で述べた
ディンプル補強 2層構造の採用により，表面板の曲げ剛
性�を低減でき，倦 �



計算した結果を図 6　 図 5 よ り 搬 2 . 5 m m の ア ル ミ 表 面 搬 （ 損 失 係 数 η ＝0 . 0 5 ） か ı 胞 れ る 音 響 出 力は，ハニカヘ ルの共 振 周 波 数 ね j る 8 0 ， 7 2 5 H z 近 傍 ね ， ハ ニ カ ヘ り も それ ぞ れ 1 1 ， 1 9 d 小 い が 分 か ø 　 ら に ， ア ル ミ 搬の η X . 1 ，の 値 は ， } ら に d B低減Qøs が分かø　 U 図 6よりアルミ搬の音響胞 σ は ， 5 0 ～ の 周 波 数 範 囲 ね ， ハ ニ カ ヘ りお B 程 度 き ， ハ ニ カ ヘ 胞 は コ イ ン シデ ン ス 周 波 数 よ り も 低 い 8 5 z 以 上 1 X 超 p て い sさ 2 . 5 m m の ア ル ミ 搬 で も ， 音 響 胞 の 低 減 ‡ り 音 響が 分 か “ U s ¢ な が ı ， 孝 さ 2 . 5 m m の ア ル ミ 搬 を 表






